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１、北部診療所について

月～金 土・日・祝日

午前
内科３診、整形外科１診、小児科１診、外科
等その他１診 計６診

内科１診、整形外科１診、
小児科１診 計３診

午後
以降

内科１診（24時間急病対応） ※ 北部診療所内で薬の受け取りを行う。

診療科、診療体制

※ 医療機器は、レントゲン、超音波検査の画像診断装置、そして尿や血液、

心電図検査に対応できる分析装置や心電計等を整備予定。

上記診療体制のほか、診療所内に院内開業エリアを設け、開業医を誘致予定。（２診）

※指定管理者が管理運営をおこなう
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現市立川西病院敷地内正面駐車場に整備
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【１】地域包括ケアシステム
地域の住民が、住み慣れた地域で最後まで自分らしい生活を続けることができる
地域づくりを目指します。
●地域医療機関との連携・地域包括ケアシステムのイメージ図
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２、複合施設について



川西市及び北部地域の背景
・2019年3月末の高齢化率は31％
・第1号被保険者（65歳以上）介護認定率は、国や県に比べてやや低い状況であるが、今後は要介護者が増加していく見込み
・障がい者の施設が本市においては不足

川西市高齢化率（市全体・市北部・国との比較）2019年3月末現在
第1号被保険者（65歳以上）の要介護（要支援）認定率
（市・県・国との比較）

※2019年3月介護保険事業報告 月報

（）は後期高齢化率（75歳以上）

31.0%

36.0%

27.7%

※緑台・陽明・東谷・牧の台・北陵小校区を川西市北部として算出
※高齢化率＝高齢者数/総人口 後期高齢化率=後期高齢者数/総人口
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【２】在宅介護の必要性について
• 団塊の世代がすべて後期高齢者となる2025年に向け、「住民が、
住み慣れた地域で生活しながら、状態に応じた適切で必要な医療
を受けられる」地域医療の提供体制（＝「地域完結型医療」）が
必要とされている。

2025年頃、阪神北地域は、上記のとおり、高度急性期・回復期
の病床数が不足するとともに、在宅医療・介護の需要が更に高
まっていくと見込まれています。
⇒北部診療所に隣接する形で、病院跡地に訪問看護などが充実
した介護施設等を誘致します。
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項　目 高度急性期 急性期 回復期 慢性期
病床数計
（床）

2025年　必要病床数 497 1,890 1,718 2,465 6,570 2025年見込 11,554

2014年　病床機能報告 25 3,461 391 2,815 6,692 2013年概況 5,832

過不足 △ 472 1,571 △ 1,327 350 122 今後の増加 △ 5,722

在宅医療需要
（人/日）

〇阪神北　2025年の必要病床数等集計結果



【3】複合施設の具体例について

１ 特別養護老人ホーム
２ 共生型短期入所サービス
（ショートスティ）

３ 共生型デイサービス
４ 看護小規模多機能型居宅介護
（医療的なケアにも対応）
５ 定期巡回・随時対応訪問介護看護

＊共生型とは指定を受けることによって要介護者及び障がい者が利用できる施設です。
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※民間施設を誘致する考えです。



特別養護老人ホームの役割
要介護高齢者のための生活施設で、日常生活の世話や機能訓練などを行います。
地域住民が交流するためのスペースもあります。

地域交流スペースにおける介護予防・居場所づくり併設するデイサービスの利用

ショートステイの利用
（定員５～１０人）

特別養護老人ホームへの入所
（予定定員１００人）

共生型のため、障がい者利用も出来ます

共生型のため、障がい者の
利用も出来ます
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看護小規模多機能型居宅介護の役割
通い、泊り、訪問（看護・介護）のサービスを一元的に管理し、利用者
や家族の状態に即応できるサービスを組み合わせることができます。

通いによるサービス提供
（通いによる定員１８人以下）

訪問介護（ヘルパー）

泊りの利用
（泊りによる定員９人以下）

訪問看護（看護師）

登録定員 ２９人以下

登録利用者以外の方への
訪問看護も提供出来ます

家へ訪問
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定期巡回・随時対応訪問介護看護の役割
重度の要介護高齢者を対象とし、日中・夜間を通じて訪問介護と
訪問看護の両方を提供し定期巡回と随時の対応を行います。

定期巡回 随時対応

訪問介護（ヘルパー）による
おむつ交換、トイレ介助、朝食

夜

昼

朝

訪問介護（ヘルパー）による昼食

訪問看護（看護師）による全
身状況の確認

訪問介護（ヘルパー）による
夕食

訪問介護（ヘルパー）による
ナイトケア

すぐ
伺います

1日の流れ

ベッドから落下して起き上がれないです
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【北部診療所整備スケジュール】
２０２２年秋頃
開院を目標

※現市立川西病院は、新病院が開院するまで診療を行います。

北部診療所が開院後、現市立川西病院を解体します。 12

３、整備スケジュールについて
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【現市立川西病院跡地活用計画スケジュール案】


